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（
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

法
人
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
財
務
省
令
第
五
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置

法
施
行
規
則
（
以
下
「
令
和
二
年
改
正
前
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
条
第
十
九
項
第
一
号
中
「
規
定
す
る
新
事
業
開
拓
事
業
者
」
の
下
に「（
経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強

化
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、

同
条
第
二
十
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
八
号
」
に
、「
第
二
十
九

条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
第
一
号
中「
第
三
条
第
一
号
」

を
「
第
三
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
民
間
観
光
関
連
施
設（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
特

定
民
間
観
光
関
連
施
設
」
と
い
う
。）の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

水
泳
場
、
ス
ケ
ー
ト

場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
主
と
し
て
重
量
挙
げ
及
び
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
用
具
を
用
い
室
内
に
お
い
て
健
康

管
理
及
び
体
力
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
を
行
う
施
設
を
い
う
。）、
ゴ
ル
フ
場
及
び
テ
ー
マ
パ
ー
ク
（
文
化
、

歴
史
、
科
学
そ
の
他
の
特
定
の
主
題
に
基
づ
い
て
施
設
全
体
の
環
境
を
整
備
し
、
そ
の
主
題
に
関
連
す
る
遊
戯

施
設
そ
の
他
の
設
備
を
設
け
、
当
該
設
備
に
よ
り
客
に
娯
楽
を
提
供
す
る
施
設
を
い
う
。）

第
二
十
条
の
四
第
二
項
第
二
号
中
「
、
博
物
館
、
美
術
館
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
海
洋
療
法
施
設
（
」
を

「
ス
パ
施
設
（
浴
場
施
設
で
あ
つ
て
、」に
、「
を
利
用
し
て
治
療
、
心
身
の
健
康
の
増
進
又
は
研
究
」
を
「
、
沖
縄
振

興
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
沖
縄
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
沖
縄
」
と
い
う
。）の
泥
岩
そ
の
他
の

堆
積
岩
又
は
沖
縄
の
農
産
物
そ
の
他
の
植
物
の
有
す
る
美
容
・
痩
身
効
果
そ
の
他
の
健
康
増
進
効
果
を
利
用
し
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
そ
の
他
手
技
又
は
機
器
を
用
い
て
心
身
の
緊
張
を
弛し

緩
さ
せ
る
た
め
の
施
術
」
に
改
め
、「
で
、
浴
場
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
設
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
及
び
研
修
施
設
」
を
「
、
研
修
施
設
」
に
改
め
、「
資
料
室
を
備
え

た
も
の
を
い
う
。）」
の
下
に
「
及
び
結
婚
式
場
（
専
ら
挙
式
、
披
露
宴
の
挙
行
そ
の
他
の
婚
礼
の
た
め
の
役
務
を
提

供
す
る
た
め
の
施
設
を
い
い
、
宿
泊
施
設
に
附
属
す
る
施
設
で
当
該
宿
泊
施
設
と
同
一
の
建
物
内
に
設
置
さ
れ
る
も

の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
欄
」
を
「
第
四
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
七
条
の

九
第
五
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
二
十
七
条
の
九
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
七

条
の
九
第
七
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
二
十
七
条
の
九
第
八
項
第
一
号
イ

」
に
、「
第
三
欄
」
を
「
第
四
欄
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
七
条
の
九
第
七
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
二
十
七
条
の
九
第
八

項
第
一
号
イ

」
に
、「
同
号
イ
」
を
「
同
号
イ

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

５

施
行
令
第
二
十
七
条
の
九
第
八
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
機
械
及
び
装
置
は
、
ガ
ス
業
用
設
備
に
属

す
る
機
械
及
び
装
置
の
う
ち
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
九
号
に
規
定
す
る
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備

（
次
項
に
お
い
て
「
液
化
ガ
ス
貯
蔵
設
備
」
と
い
う
。）及
び
こ
れ
と
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
の
七
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
、
第
四
項
、第
六
項
及
び
第
七
項
」

に
改
め
、「
法
第
四
十
二
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画

に
つ
い
て
計
画
の
認
定
を
受
け
た
」
を
削
り
、「
同
令
附
則
第
八
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
、「
当
該
計
画
の

認
定
」
を
「
当
該
法
人
が
受
け
た
法
第
四
十
二
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
計
画
の
認
定
」
と
い
う
。）」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三

項
中
「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
五
項
及
び
第
八
項
か
ら
第
十

項
ま
で
」
に
改
め
、「
書
類
（
」
の
下
に
「
法
第
四
十
二
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定

業
務
施
設
整
備
計
画
（
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ

い
て
計
画
の
認
定
を
受
け
た
」
を
加
え
、「
法
人
が
受
け
た
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中

「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
十
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
十
一
項
」に
、「
第
四
十
二
条
の
十
二
第
五
項
第
十
号
」

を
「
第
四
十
二
条
の
十
二
第
五
項
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
十
二
第
十
七
項
」

に
、「
係
る
第
三
項
」
を
「
係
る
第
一
項
」
に
、「
又
は
第
四
項
」
を
「
又
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項

と
す
る
。

第
二
十
条
の
十
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

施
行
令
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
七
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
当
該
法
人
の
就
業
規
則
に

お
い
て
同
項
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
旨
の
記
載
が
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
い

ず
れ
か
に
そ
の
者
が
当
該
継
続
雇
用
制
度
に
基
づ
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
場
合
の
そ
の

者
と
す
る
。

一

雇
用
契
約
書
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
雇
用
関
係
を
証
す
る
書
類

二

施
行
令
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
六
項
に
規
定
す
る
賃
金
台
帳

第
二
十
条
の
十
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中「
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
十
三
項
第
一
号
イ
」

を
「
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
十
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
三
項
第
九
号
」
を
「
第
四
十

二
条
の
十
二
の
五
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
七
条
の
十
二

６

施
行
令
第
二
十
七
条
の
九
第
八
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
構
築
物
は
、
ガ
ス
貯
槽
（
液
化
ガ
ス
貯
蔵

設
備
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）及
び
液
化
天
然
ガ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
当
該
ガ
ス
貯
槽
と
一
体
と
し
て
設
置

さ
れ
る
送
配
管
と
す
る
。
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